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顕彰会だより第１３号に寄せて 
清河八郎顕彰会会長 齋藤 満 

新型コロナウイルスの感染が一向に衰える様子もない今日ですが、会員の皆
様にはお変わりなくお過ごしのこととお慶び申し上げます。併せて顕彰会活動
にはご支援・ご指導を賜り心から感謝を申し上げます。 
 このような厳しい情勢で、昨年も思うように事業もできず、会員の皆様には
充分な報告もできず申し訳なく思っております。 
そんな中で、かねてから懸案でありました清河神社大鳥居をようやく修復する

ことができました。これも顕彰会員の皆様はじめ全国各地の崇敬者の皆様のご好意
によるものと心から感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。 
また、清河八郎記念館においては、清河八郎公が書いた「楽水楼記」が新たに見つかり、今後の参

考になるものと期待したいと思います。 

更には今回、『清河八郎大河ドラマ誘致協議会』の会長（阿部武敏庄内町観光協会会長）からＮＨ

Ｋ大河ドラマ化に向けての活動について特別寄稿をいただきましたが、清河八郎公の顕彰に係わる

者として、このように多くの皆様のお力で“明治維新の先駆けとなった郷土が誇る清河八郎公”を

広く世に知らしめられることは大変喜ばしいことであります。 

『歴史の里きよかわ』としての活動は、清川地区振興協議会主催の御殿林再生事業を顕彰会も連

携し、こども達と一緒に散策道整備・ヤマユリ植栽等の地域活動も行いました。 
 今年度は 89回となる顕彰剣道錬成会他各事業をぜひ実施したいと考えております。 
末尾になりましたが、今後とも一層のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げますと同時

に、早く明るく楽しい世が戻ることをお祈り申し上げます。 
  

特別寄稿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・清河八郎大河ドラマ誘致協議会会長 阿部武敏氏 

 

 

令和 3 年 11 月 8 日、清河八郎大河ドラマ誘致協議

会を代表して田澤伸一県議、富樫透庄内町長、齋藤満

顕彰会長等で NHK山形放送局へ要望活動を行い、大

泉謙局長から直接お話を聞くことができました。 

大泉局長は、最も重要なのは「地元のムーブメントの

盛り上がり」であり、地域の皆さんが誇りに思う気運、雰

囲気を醸成していくことが極めて重要なことである。     

そして記念館でどのような活動をしていくのか、例え

ば「清河八郎」のシンポジウムを開催、「清河八郎」の研

究者など著名な方に講演いただいたりするのもいい。

10 年後の清河八郎生誕 200 年を見据えて、町としてステップアップするような計画を立案して進んでいくの

もいいのではないかなど、大変貴重なアドバイスをいただきました。 

これを機に NHK 訪問を恒例化し、進捗状況の報告・情報交換を行うとともに、清河八郎記念館を中心に

して小中学生の体験学習など一歩一歩地道な活動を続け、まずは地元の理解を深め機運を盛り上げて行く

ことが最重要と感じて来ました。 

（写真、向かって右から、富樫透庄内町長、阿部武敏清河八郎大河ドラマ誘致協議会会長・庄内町観光協会会長、

大泉謙 NHK山形放送局長、田澤伸一県議・（公財）清河八郎記念館理事長、齋藤満清河八郎顕彰会会長） 

 



 

 

 

一昨年の第 13回は、新型コロナウイルス感染拡大
防止に努めるために中止としましたが、第 14回となる
昨年は、緊急事態宣言が解除され県内の新規感染
者数も減少傾向がみられたことから、感染対策を徹底
しながら 10月 17日（日）、１年空けての開催となりま
した。 
参加者募集は、町広報（9月 5日号）への折り込

みや、新聞等で告知してもらった結果、募集締め切
りの 2週間以上前、9月 20日頃には定員を超える
21名の申し込みを頂きました。１年の空白がどれだ
け影響するのか心配でしたが、主催者として胸を撫
で下ろしたところです。 
しかし、天候は心配した通りで、前日夜から雨が

降り続き、当日の朝も小降り乍ら雨粒が落ちていま
した。 
回天の道は、肝煎集落から山伏峠までは人ひとり

がやっと歩ける山道なのですが、峠を超え添川集落
に下る道路は舗装された勾配のきつい林道になって
います。濡れた路面に落ち葉が散乱し、足を取られ

滑って転倒する危険性があることは容易に判断できましたので、主催者として安全第一を考
え、回天の道を歩くことは中止することにしました。 

※※※※予定を変更して実施したのは※※※※ 
● DVD「歴史の里清川」観賞（YouTube で見るこ
とが出来ます。本紙最後の QRコード参照。）    

● DVD「お蓮の生涯」観賞 
  鶴岡市熊出（旧朝日村熊出）の医師菅原正庵
の四女として生まれ、養女となり、更には遊女にさ
せられても、他の遊女とは違い知性ある気丈な人
間性を備え、数え歳 24歳で最期を遂げるまで八
郎を愛し、かばい続けた妻お蓮の物語。 
● 廣田幸記清河八郎記念館長の講演 
八郎が幕府の策略による無礼人斬りにより、逃

亡の身となりながらも、尊皇攘夷の魁となる全国行脚の日々を記した「潜中記事」について、
資料を使い解説してもらいました。 
● 荘内藩関所見学 
御殿林を通り「荘内藩関所・川口番所」に移動

して関所の由来や展示物の説明を「きよかわ観光
ガイドの会」の皆さんにお願いしました。昼食会場
は「月の沢温泉・北月山荘」です。昨年 4月に新
規開店した食堂「月うさぎ」で多彩な内容の料理と
入浴を楽しんでもらいました。 
今年は秋晴れの下マスクなしで楽しくトレッキン

グできるよう期待したいです。 
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清河神社の大鳥居は、昭和３７年８月、

八郎没後百年を記念して建設された「清

河八郎記念館」と同時に建立されており、

５９年の間風雪にさらされ損傷が激しく、剥

離した破片落下により人的被害に及ぶこと

が心配されておりました。令和 3年 4月

26日に清河神社、清河八郎顕彰会、それ

に清川地区振興協議会と清川地区自治

会長会が一体となり、地域を挙げた「清河

神社大鳥居修復委員会」を発足させ、全

国の崇敬者の皆さんに奉賛金への協力を呼び掛けたところ、目標額 150万円に対し、最終

的に７法人、１団体、２９６名の皆さんから

合計額で 285万３，５００円の貴重な浄財

を寄せて頂きました。 

お陰様で石目調吹付工法により、白御

影石風の威厳ある鳥居を見事に蘇らせる

ことが出来ました。これも一重に地元の皆

様をはじめ、遠く離れながらも故郷を想う

人達の愛着心と、八郎に対する崇敬の表

れであろうと思っております。 

 御奉賛賜りました全国の皆様に改めて厚

く御礼申し上げますと共に、多くの皆様の志に応えるべく、これからも八郎公顕彰事業に取り

組んでまいりますので今後共ご支援をお願い申し上げます。  

令和３年 11月 20日発行の学

術雑誌『江戸風雅』に、 平成 30

年に開催した、明治維新 150年 

記念事業フォーラム「“清河八郎 

はどんな人⁉”」で講師を務めて頂

いた、明治大学名誉教授徳田武

氏が、八郎の自筆日記『旦起私 

乗』を基に、22頁にわたり「清河八

郎の青春」というタイトルで興味深い

論文を発表しました。八郎の若き日

の思想を理解し、そして八郎の再評

価にもつながる論文です。 庄内町

立図書館に『江戸風雅』が寄贈され

ていますので是非ご覧ください。 
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■令和４年度顕彰会主な事業及び関連事業 
 

≪第１５回歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅≫ 

 今年度は１０月１６日（日）に予定しております。八郎が大志を抱き歩んだ肝煎から添川までの

山道（回天の道）を歩き、また清川に伝承されている歴史舞台を歩きながら紹介いたします。 

≪第１１回文武体験子ども塾≫ 

 子ども達から座禅や八郎に関する講義、そして剣道体験を通し、八郎が極めた文武両道の道を体

験し、実際に学んでもらう事業として夏休みを利用し実施します。 

≪第８９回清河八郎顕彰剣道錬成会≫ 

 文武両道に秀でた八郎の偉業を讃え、中学生の剣士も交えて田川地区剣道指導者同士の鍛錬の場

として今年も練成会を開催します。 

≪清河八郎記念館≫ 

令和 4 年の企画展は、八郎の父齋藤豪寿が記した記録から、清河八郎生家齋藤治兵衛家と荘内藩

との繋がりを、藩から要求された御用米や御用金を通して紐解いていきます。 

≪清河神社例大祭≫ 

 毎年、八郎祥月命日の５月３０日に例大祭を斎行致しております。皆様からもお気軽にご参拝頂

きますようお願いします。 

※  上記いずれの事業も、新型コロナウイルス感染拡大防止を考慮し、直近の状況を勘案の上実

施の可否を含め形態を決めていきます。 

※ 顕彰会への加入状況                   （単位：人／△：減）                    

顕彰会への継続及び新規加入のお願い 

令和３年度における顕彰会への加入状況は、清川地区内においては４人増加していますが、全体

では対前年度比７人（2.4％）の減となっております。 

会員になられますと、記念館入館無料の年間パスポート、賛助会員以上の皆様には八郎を題材に

した小冊子等の特典を考えております。顕彰事業にご賛同頂き是非ご加入くださいますようお願い

いたします。 

顕彰会及び記念館に関するお問い合わせは 

☎０２３４－５７－２１０４（(公財)清河八郎記念館・ＦＡＸ兼用）へお願い致します。  

年  度 
清 川 

地区内 

清 川 地 区 外 

合 計 県   内 県    外 

法人等 計 
庄内町 

庄 内 

地 方 

庄内地
方以外 

東 北 
東北 

以外 

令和２年度 160 47 21 7 4 34 17 130 290 

令和 3年度 164 47 20 6 3 26 17 119 283 

増   減 4 ― △1 △1 △1 △8 ― △11 △7 

平成２８年４月１４日付け「荘内日報」掲載記事です。 

記念館メール 

八郎八郎八郎 

清河八郎顕彰会

ブログ 

歴史の里清川 

YouTube 
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八郎辞世の歌 
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大河ドラマ 

誘致協議会 

ツイッター 

清河八郎 HP 

 


